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６
月
30
日
執
行
の
町
議
会
議
員
選

挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
事
前
説
明

会
等
を
行
い
ま
す
。

　
立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類
等

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

【
事
前
説
明
会
】

▼
と
き
　
５
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ
　
役
場
４
階
第
１
会
議
室

※
出
席
で
き
る
人
数
は
、
立
候
補
予

定
者
（
代
理
人
で
も
可
）
を
含
め
て

２
名
ま
で
と
し
ま
す
。

【
事
前
相
談
】

▼
と
き
　
６
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
９
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
　 

役
場
４
階
第
１
会
議
室

【
事
前
審
査
】

▼
と
き
　
６
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
　 

役
場
４
階
第
１
会
議
室

【
告
示
日
・
立
候
補
届
出
日
】

▼
と
き
　
６
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

▼
と
こ
ろ
　 

役
場
４
階

　
　
　
　
　
第
２
委
員
会
室

問
選
挙
管
理
委
員
会
　

　
☎
内
線
２
２
８

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
事
業
に
係
る
連
絡
調
整
、
ス
ポ
ー

ツ
の
実
技
指
導
や
助
言
な
ど
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
企
画
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
☆
印
は
、
新
規
委
嘱
者
で
す
。

高
　
　
麗
　
　
山
本
　
勝
己

高
　
　
麗
　
　
草
山
　
和
彦

高
　
　
麗
　
　
渋
谷
　
剛

東
　
　
町
　
　
加
藤
　
勝
義

東
　
　
町
　
　
齋
藤
　
薫

南
下
町
　
　
伴
　
紀
子

北
下
町
　
　
二
梃
木
　
優
子

台
　
　
町
　
　
村
上
　
健

台
　
　
町
　
　
山
本
　
秀
司

台
　
　
町
　
　
内
田
　
敬
久

西
小
磯
　
　
加
藤
　
桂
子

中
　
　
丸
　
　
安
藤
　
史
織

馬
　
　
場
　
　
曽
我
部
　
耕

馬
　
　
場
　
　
河
合
　
和
枝

国
府
新
宿
　
　
岩
村
　
孝
二

寺
　
　
坂
　
　
織
戸
　
明

寺
　
　
坂
　
　
浜
田
　
大
雅
　
☆

黒
　
　
岩
　
　
坂
井
　
幸
三

石
神
台
　
　
曽
我
　
由
紀
夫

石
神
台
　
　
山
本
　
洋
一

町
内
在
勤
　
　
久
納
　
陽
介

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
２
４

　
今
年
度
各
地
区
の
町
内
会
・
自
治

会
の
代
表
者
の
方
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
☆
印
は
、
新
し
く
代

表
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

高
　
　
麗
　
　
曽
根
田
　
純
一
郎

東
　
　
町
　
　
上
口
　
政
喜
　

長
者
町
　
　
西
ヶ
谷
　
修
司

山
王
町
　
　
秦
　
慶
一
　
　
☆

神
明
町
　
　
岩
﨑
　
英
二
　
　

北
本
町
　
　
山
本
　
龍
美
　
☆

北
下
町
　
　
細
谷
　
信
夫

南
本
町
　
　
中
村
　
雅
一

南
下
町
　
　
鈴
木
　
實

茶
屋
町
　
　
鈴
木
　
豊
男
子

裡
　
　
道
　
　
齋
藤
　
純
一

台
　
　
町
　
　
小
島
　
昭
男

西
小
磯
東
　
　
松
澤
　
正
義

西
小
磯
西
　
　
一
柳
　
直
人

中
　
　
丸
　
　
小
島
　
陽
雄

馬
　
　
場
　
　
鈴
木
　
啓
支
　
☆

国
府
新
宿
　
　
杉
山
　
政
義
　
☆

月
　
　
京
　
　
竹
内
　
勲
　
　
☆

生
　
　
沢
　
　
髙
島
　
逸
郎
　
☆

寺
　
　
坂
　
　
須
藤
　
敏
男
　
☆

虫
　
　
窪
　
　
土
方
　
義
弘
　
☆

黒
　
　
岩
　
　
守
屋
　
智
　
　
☆

西
久
保
　
　
山
室
　
政
義
　
☆

石
神
台
　
　
高
木
　
敏
宏

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
６

　
３
月
31
日
（
日
）、
第
62
回
大
磯
西
行
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
西
行
祭
の
『
西
行
』
と
は
、
平
安
時
代
末

期
に
活
躍
し
た
歌
人
、
西
行
法
師
の
こ
と
で

す
。

　
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り

　
鴫
立
澤
の
秋
の
夕
暮

　
西
行
法
師
の
こ
の
歌
に
ち
な
み
、
後
年
に

な
っ
て
か
ら
昔
の
沢
ら
し
い
面
影
を
残
す
景

色
の
良
い
場
所
を
鴫
立
沢
と
名
付
け
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
田
原
の
崇
雪
が

石
仏
の
五
智
如
来
像
（
釈
迦
・
阿
弥
陀
・
大

日
・
阿
し
ゅ
く
・
宝
生
の
五
仏
）
を
こ
の
地

に
運
び
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
鴫
立
庵
の
始
ま

り
で
す
。
西
行
祭
は
、
３
月
に
最
期
を
迎
え

た
西
行
法
師
の
遺
徳
を
偲
び
、
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
大
磯
町
内
を
は
じ
め
、
茨
城
県

や
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
山
口
県
、
大
分
県
と

い
っ
た
全
国
の
小
・
中
学
校
か
ら
、
俳
句
と

短
歌
を
合
わ
せ
、
約
１
，
５
０
０
点
も
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
西
行
祭
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
俳
句
や

短
歌
と
い
う
伝
統
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
親

し
ん
で
く
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
嬉
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伝
統
文
化
や
伝
統
行
事
は
大
磯
町

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
伝
統
が
今
後
も
次
世
代
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
磯
西
行
祭

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走 �

町
内
24
地
区
の
代
表
者

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
委
嘱

大
磯
町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補

予
定
者
事
前
説
明
会
の
お
知
ら
せ
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木
部
静
子
さ
ん
（
西
小
磯
）、
幸

野
す
ゞ
さ
ん
（
生
沢
）
が
３
月
に
満

百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５

問
消
防
総
務
課
　
☎（
61
）０
９
１
１

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
８
、
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
９

　
永
年
の
消
防
防
災
の
功
労
に
対
し

て
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
※
階
級
、
所

属
は
平
成
30
年
度
中
の
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
消
防
協
会

会
長
表
彰

・
竿
頭
綬

　
大
磯
町
消
防
団
（
団
体
受
賞
）

・
功
績
章

　
副
団
長
　
　
　
添
田
　
勝

　
第
11
分
団
　
副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
弘
一

消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

　
消
防
司
令
　
　
杉
山
　
德
幸

　
大
磯
町
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

（
清
水
富
二
男
代
表
）
か
ら
、
３
月

20
日
（
水
）
に
、
町
み
ど
り
基
金
へ

８
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
緑
地
保
全
と
緑
化
推
進
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
黒
川
鐘
信
さ
ん
（
大
磯
町
図
書
館
協

議
会
委
員
長
）、
山
本
圭
子
さ
ん
（
大
磯
町
社
会
教
育
委
員
副
議
長
・
大
磯

町
郷
土
資
料
館
協
議
会
委
員
）、
枝
川
千
尋
さ
ん
（
大
磯
町
青
少
年
指
導
員・

大
磯
町
社
会
教
育
委
員
）、
織
戸
明
さ
ん
（
大
磯
町
青
少
年
指
導
員
）
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

み
ど
り
基
金
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

黒川　鐘信 さん

枝川　千尋 さん

山本　圭子 さん

織戸　明 さん
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ブータンって
どんな国？

〜 ブータンで最も有名な日本人 〜
　ブータンでは、国民の多くが農業に従事してい
ます。「ブータン農業の父」と言われる、ブータ 
ンで著名な日本人がいます。農業専門家の西岡京
治氏です。
　西岡氏は、海外技術協力事業団（現JICA国際協
力機構）から、1964年、まだ国交のなかったブー
タンに派遣され、1992年に現地で亡くなるまで、
ブータン農業の近代化に尽力しました。当時の
ブータンは、米の収穫高は低く、農作物の種類も
限られた状況でしたが、機械化や新しい作物の導
入、米の品種改良に取り組み、農業の発展を推し
進めました。
　その献身的な活動が認められ、西岡氏は外国人
として初めて、1980年、国王から「ダショー（最

高に優れた人）」の称号
を授与されました。
　ブータンでは、「ダ
ショー西岡」として親
しまれ、西岡氏が現地
で亡くなった際には、
国葬が執り行われまし
た。現在もブータンに
は西岡氏の仏塔が建て
られています。

問政策課　☎内線205写真提供：JICA 幸野　すゞ さん

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
30
年
度 

神
奈
川
県
消
防
功
労
者
表
彰

教 
育 

委 

員 

会 

表 

彰


